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＜連絡事項＞
・物品発注する際は1階・2階どちらに補充が必要なのか分担表にメモを貼ってください。

＜患者様連絡事項＞
・林　百合様～南D207号室から南B103号室へ移動となる。

・奈良　芽乃子様～南B103号室から南D107号室へ移動となる。

・村山　常蔵様～主治医へ状態報告し、経過観察の指示あり。

・山田　ヒサ様～長男より主治医面談希望あり、金Drと相談し7/13(木)15：00で調整。本人との面会希望あり、南病棟の診察室で実施予定。

・川代　幸子様～コロナワクチン接種している。
次女より夫との面会について相談あり。夫に対する強固な妄想が続いており、症状悪化する可能性を伝え、面会はお断りしている。また、7/25(火)までにアメリカから帰国している長女との面会と、次女・ケアマネで主治医面談希望あり。面談は7/20(木)14：00特別診察室。ケアマネ都合悪ければ、再度連絡くる予定。長女の面会は7/23(日)オンライン予約している。

・相内　京子様～7/12(水)あいざわクリニック乳腺外科受診予定。長男より必要物品について確認あり。前回と同様に13時過ぎると思うとのことで昼は欠食し、家族と食べる予定。8：30南病棟玄関に来院予定。

・馬場　和子様～船場Dr診察。六君子湯は1週間継続処方。食事は本日夕より再開の指示あり、栄養課へ連絡済み。

・濱谷　三枝子様～船場Drへ状態報告。漢方は継続、本日より酸化マグネシウム3錠/日開始。

・神山　典夫様～午後38.9℃の熱発ありコロナ・インフル抗原検査は陰性。菅野Dr指示受けし、水分補給とクーリングで経過観察の指示。深澤Drにも上記報告済み。

・下沢　俊雄様～床上で顔面紅潮あり、38.1℃の熱発。コロナ・インフル抗原検査は陰性。痰の状態変わりなくSPO2低下もないため、金Drからは経管栄養はこのまま継続の指示。状態変化あれば都度相談する方針となる。

・石ケ森　泰子様～三沢の施設に空きがあるとの事でケアマネから状態確認あり対応。訪問調査日程決まり次第連絡いただく予定。

・小林　辰雄様～南山苑受け入れ可。受け持ちは書類準備お願いします。



＜要注目患者様＞
・下沢　俊雄様～床上で顔面紅潮あり、体温38.1℃、SPO2　96％。金Drへ報告しコロナ・インフル抗原検査実施し、結果陰性。

・村山　常蔵様～バイタルサインの異常なし。四肢の浮腫著明．喘鳴なし。朝：全量、昼：数口で終了。話し掛けには穏やかに返答あり。ベッド上で独語している。

・高山　由井子様～バイタルサイン異常なし。食事も各食、全量摂取している。両下腿の浮腫持続。

・中森　みや子様～表情穏やか。日中ホールでテレビ鑑賞して過ごされる。問題行動なし。

・小國　貞子様～酸素1L使用し呼吸安定。バイタルサインの異常なし。食事は
1/2～全量摂取。	

・沼山　とせ子様～帰宅要求頻回に訴えている。傾聴するも、切迫した様子で訴え続いている。

・山田　藤男様～帰宅要求頻回に聞かれるが、都度対応し不穏や興奮はない。他目立った問題行動なし。

・服部　勝夫様～帰宅要求あり、傾聴対応するもしつこさあり。また、1時間に6回トイレに行くなど頻尿も見られている。右前腕の創部、止血しているが、創部周囲に内出血あり。また、右肘中心部に肉芽形成あり。軽度腫脹あり。主治医の小栁Drへ報告し、皮膚科依頼指示あり。

・川口　寶舟様～両側ベッド柵をしていると乗り越えてしまう為、ベッド柵は片側のみしてください。

・神山　典夫様～15：00おやつ介助時、悪寒あり。体温38.9℃、脈129回/分、血圧109/73mmhｇ、酸素飽和度97％、呼吸平静、痰鳴なし。声掛けに返答あり、意識レベル変化なし。コロナ・インフル抗原検査は陰性。クーリングし水分補給促す。

[bookmark: _GoBack]・下沢　俊雄様～15：45床上で顔面紅潮あり、体温38.1℃、SPO2　96％。金Drへ報告しコロナ・インフル抗原検査、陰性確認。痰の状態変わりなくSPO2低下もないため、経管栄養はこのまま継続の指示。状態変化あれば都度相談する方針となる。

＜学術＞
・介護チーム　演題：「やればできる」～ポジティブ排泄への道～
今回は排泄に注目し「できないこと」に目を向けるのではなく「今できていること」をポジティブに捉え、活かすことで、残存機能を伸ばしていくことできるのではないかと考え、個別アプローチによる効果を検証していきます。
7/11(火)～7/18(火)1週間かけて、個別で排泄データをとりたいと思います。2階に排泄チェック表を置くので「できている所」「できていない所」を観察し、言動等も含めて記録していただきたいと思います。対象患者様は以下となります。
嶋森　茂様、中居　稔様、工藤　光康様、小林　辰雄様、苫米地　由紀子様、山田　剛也様、川口　寶舟様、(佐藤　鉄男様)　　　　　　　　　計：8名
